
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事務の共同実施だより」  

 

  
平成 26年 11 月 21日 

第 40号 

白石町学校運営支援室 

 

事務の共同実施だより 

  

 

 

鹿児島県いちき串木野市より白石町共同実施の視察に来られました！！ 

 

10 月 16 日、鹿児島県いちき串木野市の小中学校事務職員の 16 名の方々が白石町共同実施の視察に来られ、

町内事務職員との合同の研修会を行いました。 

まず始めに白石町の取り組みの実践発表を行いました。白石中の白武事務長より、パワーポイントを使っての

報告でした。佐賀県の学校事務制度、共同実施の状況、それから白石町共同実施の目標や取り組みの発表をして

いただきました。佐賀県や白石町の紹介もたくさんしていただきましたので、アピールにもつながったのではな

いかと思います。 

いちき串木野市では 16 名が４つの共同実施に分かれて業務をされているそうです。また、規模の小さい学校

が多いため 2 校を兼務されている方もいらっしゃいました。実践発表では、補助教材費等一覧の集計など、白石

では行っていない取り組みの紹介があり、興味深く聴かせていただきました。いちき串木野市の事務職員の方々

も、白石町の取り組みに興味をもっておられたようで、質問もたくさんしていただき、有意義な研修会となりま

した。特に学校預かり金や共有備品台帳の質問が多かったように思います。他県の事務職員とたくさんの情報交

換ができ、よい機会になりました。 

 

  

 

↓の写真はいちき串木野市と合同の研修会の様子です！  

年末調整とは 

 給与の支払者は、毎月の給与支払の際に所定の「源泉徴収税額表」によって所得税の源泉徴収（天引き）して納付すること

になっていますが、源泉徴収した税額の１年間の合計額は、その人の１年間の給与総額について計算した年税額と一致しない

のが通常です。主に次のような理由があります。 

１ 年の中途で給与の額に変更があった。 

２ 年の中途で扶養親族に異動があった。 

３ 生命保険料、損害保険料、社会保険料等の支払は給与の支払者が把握できない。 

 このような不一致を精算するために 1 年間の給与総額が確定する年末に、その年に納める年税額を正しく計算し過不足を徴

収あるいは還付するのが年末調整です。年末調整によって個人での確定申告をしなくてもよいことになります。 

☆今年の年末調整で気になる点 

 「配偶者控除の縮小や廃止」についてですが、６月２４日の閣議決定で、「骨太方針」の中に縮小や廃止を明記する事が見送

られ、平成２６年内に縮小や廃止を決定することは困難になりました。そのために今年の年末調整で配偶者控除を受けられな

いという事はないと考えられます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★共同実施だより『しろいし』はWebでもご覧になれます。 

http://shiroishijimu.blog17.fc2.com/  

↑たくさんのアクセスお待ちしております。 

携帯でもご覧になれます。 

バーコードリーダー機能を使って

読み込んで下さい。 

 

白石にお世話になって２年目を迎えております。

義務制での勤務が初めてですので、他の市町と比べ

ることができません。出身の白石、しかも母校で勤

務させていだいておりますので、なんて幸せなのだ

ろうと感じております。当時教えていただいた先生

も２名戻ってこられており楽しく仕事をさせてい

ただいております。前任校は高等学校でしたので、

すべてが違うように思いますが、小学生も高校生も

かわらず可愛らしくて、元気をもらいながら仕事が

できるいい仕事だと思います。 

違いかどうか分かりませんが、こちらに来て風邪

を引きにくくなりました。前任校では夏に１回、冬

に１回と必ず休みをいただいておりました。何が違

うか分かりませんが、仕事がきちんとできるように

＆子ども達と昼休みにサッカーができるように、こ

のまま健康で過ごしたいと思っています。これから

寒くなっていきますので先生方も風邪等にお気を

付け下さい。 

☆有西小 白浜☆ 

 

高校生⇒小学生を見た

ら、かわいいでしょうね♪ 

今年度のミニコーナーは「白石町の学校で良かった～」という内容でお伝えします。白石町内事務職員が佐賀県内の様々な学校を勤務

してきて、ここは他の学校と違う！ここはぜひともアピールしてみたい部分を記事にします！ぜひご覧ください☆≪有西小・有明中≫ 

広報担当者から、独自のコメントも飛び出ました！ 

これは、１１月８日（土）付けの佐賀新

聞スポーツ欄の見出しです。 

前日に行われた県中学駅伝で見事、有明中駅伝部の男子が

初優勝を成し遂げた記事が掲載されました。本校では過去２

回、男子が２位になっており、最近では平成２１年度に２位で

九州大会に出場しています。 

今回の悲願の優勝ストーリーには、駅伝部の生徒の頑張り

はもちろんのこと、保護者の皆さんの家庭での体調管理や送

迎など全員が「初優勝を」と一丸となった結果だと思います。

中でも、本校の門田教頭は白石中、西部中を駅伝常勝校に

し日本代表の前田和浩選手を輩出し、都道府県対抗駅伝佐

賀県チーム監督として佐賀県チームを率いた名将の指導は

やはり大きいものでした。門田教頭も有明中出身でもあり、母

校を優勝させたいという強い思いが結果となり、地域への何

よりの恩返しになったのではないでしょうか。 

今後は１１月末に九州大会、１２月中旬には全国大会と更な

る成長をしていく生徒たちに期待をしたいです。 

                     ☆有明中 堤☆ 

 

平平成成２２７７年年度度  白白石石町町のの予予算算  

 

 今年も、来年度の予算を編成する時期となりました。 

 11 月 11 日に、白石町役場で、各課から担当者が集まり、企画財政課より予算編成方針の説明会がありました。一

部ではありますが、特徴的なところを抜粋して、おしらせします。 

・ 町の合併による普通交付税の優遇措置が、平成 26 年度で 10 年経過となり、平成 27 年度から 5 年間で、段階

的に交付税が減額されていく。（白石町で約 10 億円の減。国で代替措置も検討中） 

・ 各課・局ごとに予算を金額で分配し、予算内での事業内容の取捨選択を行う。（「枠配分型予算」） 

・ 厳しい財政状況の中、各課・局でのメリハリのある予算編成を行い、限られた資源の重点的・効率的配分を行い、

町民の期待にこたえうる予算編成を行う。 

 

 厳しい財政状況です、との内容の報告が、何年も続いています。ただし、白石町は、枠配分型予算なので、各学校

の事情に合わせ、より必要なところに重点をおいた予算を工夫することが可能となっています。先生方のお知恵をお

借りしながら、よりよい平成 27 年度の予算編成を行いたいと思いますので、ご協力をお願いします。 

 

 

頑張ってください！応

援しています！！！ 

http://shiroishijimu.blog17.fc2.com/

